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２－１ 公園全体計画と「イデアのひろば」の位置づけ

◆整備・活用の目標
新しい公園は、健康で精神的な豊かさと楽しさに満ち、県民と共に成長・進化し続ける２１世
紀型の公園～サスティナブル・パ－ク～を目指す。
サスティナブル・パ－クでは、人々は広大なフィ－ルドに身を置いて心と身体を開放し、楽し
さを体感しながら、家族、仲間、地域、自然、環境などとの関係を再構築し、より良い関係を
維持していく。そして、それは自分らしい生き方を大切にし、豊かさを実感できる県民生活実
現への取り組みとなるものである。

◆整備・活用の柱
＊楽しく利用、親しまれ、安心安全な暮らしを守り育てる公園
＊環境との共生を学び、日常生活につなげる公園
＊県民参加と多様な交流で成長する公園

◆整備・活用の目標
新しい公園は、健康で精神的な豊かさと楽しさに満ち、県民と共に成長・進化し続ける２１世
紀型の公園～サスティナブル・パ－ク～を目指す。
サスティナブル・パ－クでは、人々は広大なフィ－ルドに身を置いて心と身体を開放し、楽し
さを体感しながら、家族、仲間、地域、自然、環境などとの関係を再構築し、より良い関係を
維持していく。そして、それは自分らしい生き方を大切にし、豊かさを実感できる県民生活実
現への取り組みとなるものである。

◆整備・活用の柱
＊楽しく利用、親しまれ、安心安全な暮らしを守り育てる公園
＊環境との共生を学び、日常生活につなげる公園
＊県民参加と多様な交流で成長する公園

■各エリアの性格

北エントランスひろば

温水プール
アイススケート場

■航空写真 （２００５年３月撮影）

温水プール

アイススケート場

Ｎ

東部丘稜線
（リニモ）

イデアのひろば
（検討エリア）

テーマゾーン

博覧会記念樹の森

Ｎ

東部丘稜線
（リニモ）

■検討エリア

大芝生広場

テニスコ－ト

多目的球技場

パークセンター

北駐車場

花
の
広
場

みんなのひろば

健康スポ－ツひろば

北エントランス広場

イデアのひろば
（検討エリア）

博覧会を記念する展示施設

愛知青少年公園計画策定において、公園の整備・活用の方針、ゾ－ニング及び各エリアの性格・利用イメ－ジ

を設定した。 「博覧会の理念と成果の継承の場」として性格づけた「イデアのひろば」では、「博覧会を記念する

展示施設」「博覧会記念樹の森」 「博覧会の理念と成果を引き継いだテーマを展開するゾーン」を位置付ける。

１

■ゾ－ニング

◆イデアのひろばの展開の方向

１） 博覧会を記念する展示施設

【場所】 迎賓館・レセプションホール 【内容】博覧会参加国から贈呈された記念品等の展示

２） 博覧会記念樹の森

【場所】 ロータリー館跡地 【内容】博覧会参加国による植樹セレモニ－の記念樹を移植

３） 博覧会の理念と成果を引き継いだテーマを展開するゾーン

【場所】 「イデアのひろば」の東側「テーマゾーン」

緑地保全南部樹林地

四季折々の樹林風景を楽
しむ

林床花園

自然学習野外活動親林楽園

伝統文化とのふれあい

博覧会の理念と成果の継
承

エントランス

健康づくりスポーツを家族
や仲間と楽しむ

子どもの遊び・体験・レクリ
エーション

水と緑の中での多様な交
流

各エリアの性格

みんなのひろば

日本庭園

イデアのひろば

北エントランスひろば

西エントランスひろば

健康スポーツひろば

こどものひろば

エリアの名称



２－２ 博覧会の理念と成果の継承 ～博覧会が生み出したもの～

※１ ２００５年日本国際博覧会「愛・地球博」のご報告（H17.10.20 財団法人2005年日本国際博覧会協会)および
博覧会協会インターネット発表資料等より作成

「愛・地球博」は、21世紀の新しい社会のモデルになる文明の創造と新しい文化の提案として

「自然の叡智」をテーマに、人類が直面している地球的課題を克服し、持続的成長が可能な人類

と自然が共生できる社会の方向を様々な方法で展開した。

博覧会には多くの国々や国際機関の他、市民・ＮＧＯ／ＮＰＯ・ボランティアなどが参画し、テー

マの具現化と深化を行った。それらの展示や催事を通じて、来場者の多くがテーマに理解・共感

を示し、考え方や行動にも大きな影響を受けた。

開催の成果としては、国際博覧会として世界から高い評価を受けるとともに、来場者数は当初計

画を大きく上回る２，２０５万人を達成した。その８割（来場者ＷＥＢ調査）から「良かった」という積極

的な評価が得られた。

地域社会に対しても、国際交流ネットワーク形成、インフラ整備、経済波及効果などの面で大きな

成果を残した。

博覧会の成果博覧会の理念 理念を具現化した領域と内容

メインテーマ

宇宙・生命と情報宇宙・生命と情報

人生の“わざ”と知恵人生の“わざ”と知恵

循環型社会循環型社会

自然の仕組みを学び、地球的課題を克服し、

持続可能な社会を創生

サブテーマ

自然の叡智自然の叡智

最先端の宇宙技術や地球の歴史を通じて宇宙時代の文明の

あり方を探り、また、生命科学と情報科学の先端的な実験によ

り、人口問題や環境問題などの難問を解決する指針を示す。

世界の芸術、芸能や生活習慣を通じて、人間と自然の様々な

交流を展開したり、自然の豊かさと人間の生命力を一層輝き

のあるもとする様々な方策を示す。

新しいエネルギー、リサイクル技術を活用し、資源を効率的に

使う生活や都市基盤の方向を模索し、また、開発と環境のバ

ランスのあり方を追究し、環境の再生を試みる。

人類が獲得してきた経験と知識と知恵のすべてを傾けて、「自

然の叡智」（自然が有している素晴らしいしくみ、生命の力）に

学んで創る新しい文化・文明の在り方と、２１世紀社会のモデ

ルを、世界中の人々との多彩な交流を通じて実現することをめ

ざす。その中で、２１世紀の人類が直面する課題の解決の方

向性と地球や人類の将来の姿を見出していく。

地
球
的
課
題
の
解
決
策
の
提
示

地
球
大
交
流
（問
題
解
決
に
向
け
た
連
帯
感
の
醸
成
）

新たな社会行動や
社会システムの採用

最先端技術の適用

文化の多様性の
相互理解（国際交流）

ＮＧＯや市民の参加

最先端技術が、地球的課題の
解決にどのように役立つかを
実証・体験してもらう

自然や環境に配慮した新しい
生活の仕組みや行動の重要性
を訴える

地球的課題解決には様々な考
え方や方法があることを理解し、
許容することの重要性を訴える

一人一人の様々な行動・活動が
地球的課題の解決にいかに重
要かを実感してもらう

■歴史・文化・民族の多様性
を示す展示や催事
■ナショナルデーと自主催事
■フレンドシップ事業
■学術的な会議

■エネルギー
■環境技術
■新交通システム
■次世代ロボット
■ＩＴ
■先端映像システム

■ゴミの９分別
■エコマネー
■環境配慮の建設と
ユニバーサルデザイン
■パーク＆ライド方式
■エコツアー
森林体感プログラム
■ＩＴ

■地球市民村
■市民パビリオン
■海上広場
■市民参加イベント
■ボランティア活動

≪領域≫ ≪主な内容≫ ※次ページ参照

●経済効果

●インフラ整備
地
域
へ
の
成
果

博
覧
会
結
果

テ
ー
マ
の
浸
透
と
深
化

・１２１ヵ国・４国際機関と、多くの市民・ＮＰＯ・ボランティアが参加

・来場者数： 約２２０５万人（目標１５００万人）

・子どもから高齢者まで幅広い年代層の来場者

・約４割がリピート来場者

・平均入場回数（全期間入場券利用者）：１１．０５回

・「見に来て良かった４４．４％」 「まあまあ良かった３５．２％」

・「祝意と賛辞」宣言 (第137回BIE総会、２００５年６月)

・理念を具現化した４つの領域について、来場者の多くが実感・理

解を感じ、今後積極的に関与してみたいという意向を示した。

※２ （財）２００５年日本国際博覧会協会「テーマの理解度・浸透度アンケート調査」 （平成１７年１０月）の結果
※３ 「魅力と活力溢れる中部の実現」（平成１７年９月）社団法人中部経済連合会
※４ 「愛・地球博の経済効果に関する評価〔概要書〕」 （平成１７年１１月） ㈱ＵＦＪ総合研究所

※１

※２

■それぞれのことが来場を通じて

実感・理解された割合（一般来場者調査）
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■来場後の考え方・行動の変容

（一般来場者調査 N=1000）

学習意向

行動意向

実際の行動
に繋がった

なし
わからない

●国際交流ネットワークの形成

地域と海外諸国との直接交流、また多数の海外からの来訪者を迎えた
ことによって、行政、経済界から市民レベルまで様々な国際交流ネット
ワークが形成された。

※３

セントレア開港と愛・地球博の開幕に合わせて関連する交通インフラが
重点的に整備され、広域名古屋都市圏の交通ネットワークが格段に機
能強化された。

●関連交通基盤に広域幹線道路、空港等を含めた場合の推計

⇒７兆７千億円（生産誘発額）

●関連交通基盤に広域幹線道路、空港等を除外した場合の推計

⇒２兆７千億円（生産誘発額）

※３

※４

２



国営昭和記念公園（東京都立川市）②公 園 名

⑨主な施設の内容

⑧維持管理

約５６億円

（みどりの文化ゾーン１次供用部分うち約３３億円は花みどりセンター・昭和天皇記念館）

⑤総工事費

８．６ｈａ（みどりの文化ゾーン１次供用面積）④面 積

花みどり文化センター、昭和天皇記念館、ゆめひろば、そよぎの丘、浮遊の庭など。⑥ゾーン等の概要

都市公園（国営公園）③種 別

□花みどりセンター・昭和天皇記念館

花みどりセンターは、緑とふれあい、緑を学ぶなど、緑の文化に関する体験、交流、情報、

発信等の集積したメイン施設。

昭和天皇記念館は、緑の文化の発展に貢献した人々に関する展示を通じて「緑の文化」の

多様な姿を紹介。

【施設内容】

図書コーナー、ギャラリー１～５、情報コーナー、研修室、テラス・展示。

【建築規模】（含む昭和天皇記念館）

建築面積 ５，４８０．２４㎡ （延べ床面積 ６，０３１．６４㎡）

財団法人 公園緑地管理財団 昭和天皇記念館は、財団法人昭和聖徳記念財団

様々な「緑の文化」に関連する行事などの会場として、市民の方々や研修事業者の交流拠
点となっている。

⑦ゾーンの内容

みどりの文化ゾーン①類似ゾーン等

■床壁映像展示システム
（花みどりセンター内）

■施設の外観

アイランドシティー中央公園（福岡市東区）①公 園 名

ぐりんぐりん、修景緑地など。⑥ゾーン等の概要

指定管理者制度（来年度から募集）

約２．５ｈａ（空の景ゾーン ）④面 積

ゾーン全体では不明（ぐりんぐりん１６億４，０００万円うち屋上緑化・室内展示約２億円）⑤総工事費

都市公園 （総合公園）③種 別

建物自体が花壇や散策路と備え、周辺修景緑地と一体となっており、花と緑と親しむことがで
きるプロムナード空間

⑦ゾーンの内容

⑨主な施設の内容

⑧維持管理

□ぐりんぐりん

展示温室や学習施設、ワークショップのスペースなど拠点施設となる。

なお、第２２回全国都市緑化フェアーのアイランド花どんたくの中心的な役割を担うメイン施設
であり、「花・緑のめぐみ」をテーマとした多角的な企画展が開催。

【施設内容】

展示温室・ワークショップコーナー・緑の相談コーナー・レストスペース・グリーンギャラリー

など。

【施設規模】

建築面積５，１６２．０７㎡（延べ面積５，０３３．４７㎡）

空の景ゾーン①類似ゾーン等

２－３ 類似施設の事例紹介－１

３

■ぐりんぐりんの外構■施設の断面図

■ぐりんぐりんの全体外観

■施設の配置図

■浮遊の庭

■施設の配置図

ぐりんぐりん

■ゆめひろば（２．５ｈａ）

１次供用面積８．６ｈａ（全体１２．７ｈａ）

空の景ゾーン２．５ｈａ

１．公園内の一部区域でテーマ展開した事例

■花みどりセンター・昭和天皇記念館 平面図



河川環境楽園（岐阜県各務原市）②公 園 名

約７５億円⑤総工事費

３２．６ｈａ④面 積

木曽川水園、自然発見館（５２９㎡）、河の森、川原広場、農家（９６㎡)⑥ゾーン等の概要

都市公園（国営公園）③種 別

□木曽川水園

木曽川の情景をモチーフに川の自然に触れながら、遊びが楽しめる場。水遊び、船遊び

などの参加体験型の施設。

□自然発見館

自然発見館では、川の自然環境や生態が学習できるように工夫された４つの工房から構

成された施設。

【施設内容】

体験工房、実験工房、創作工房、お天気工房、発見工房など｡

⑨主な施設の内容

木曽川が育んだ川の自然や風土・文化を遊びながら学ぶことのできる参加型の公園。

□川の自然・文化を知る場とする

□水辺・河原で遊び、楽しむ場とする

□自然及び田園景観を基調とした環境を創出する

⑦ゾーンの内容

⑧維持管理 財団法人 公園緑地管理財団、財団法人河川環境財団

木曽川水園①類似ゾーン等

２－３ 類似施設の事例紹介－２

４

■自然発見館

養老公園（岐阜県養老郡養老町）②公 園 名

約１４億円（養老天命反転地：１１億７，０００万円・養老天命反天地館：２億１，０００万円）⑤総工事費

１．８ ｈａ（養老天命反転地・天命反転地館）④面 積

養老天命反転地、天命反転地館など。⑥ゾーン等の概要

都市公園（広域公園）③種 別

養老天命反転地は、現代美術家の荒川修作とパートナーで詩人のマドリン・ギンズのプロ
ジェクトを実現したテーマパーク。

⑦ゾーンの内容

□養老天命反転地

予想もつかない景色や懐かしい風景などを体験できる屋外空間

「極限で似るものの家」（岐阜県の形をした屋根を持つ迷路状の建物）、 「楕円形のフィー
ルド」等。

□養老天命反転地記念館（４７８．９㎡）

傾斜した床、床を反転させた天井、家具として機能する壁など、建築と身体との関係を変
える実験的な建築物。作者の作品や制作過程映像等を展示。

⑨主な施設の内容

⑧維持管理 養老公園事務所から指定管理者に委託。

養老天命反転地①類似ゾーン等

■木曽川水園（下流）

■木曽川水園（上流）

■農家

■養老天命反転地－２

■極限で似るものの家

■施設配置図

■養老天命反転地－１

■施設配置図



２－３ 類似施設の事例紹介－３

５

エリア１は、小河川を中心として新たな自然環境の創出を図る場として機能している。

エリア２は、本公園の拠点として必要な機能を展開し、自然と親しむことのできる場としている。

⑦ゾーンの内容

十勝エコロジーパーク（北海道河東郡音更町）②公 園 名

約５１億円（うちビジターセンター６億２，９００万円、土のフォーリー５，９９０万円、コテージ
ゾーン１億０，６７０万円

⑤総工事費

１４１ｈａ（河川水面等を含む全体面積４０９．８ｈａ）④面 積

育成の森、ヤナギの森、ハルニレ・ヤチダモの森、ドロヤナギ・ケショウヤナギの森、カシワの
森、ピクニック広場、キャンプ場、ビジターセンターなど。

⑥ゾーン等の概要

都市公園（広域公園）③種 別

ビジターセンター（延べ面積１，２７６．８５㎡）

土のフォーリー（延べ面積２２８．６㎡）

コテージ小（３棟）、コテージ中（３棟）、コテージ大（１棟）。

⑨主な施設の内容

⑧維持管理 公園の維持管理は、財団法人十勝エコロジーパーク財団に委託。

十勝エコロジーパーク（道立公園）①類似ゾーン等

■施設配置図

■ビジターセンター（管理施設等）

■土のフォーリー（実験室）■プロジェクトハウス（市民参加の拠点施設）

富士山こどもの国（静岡県富士市）②公 園 名

草原の家（インフォメーション、受付、休憩所、シャワー、トイレ）

パオ集落（モンゴルの遊牧民族の住居を模した常設テント棟（大小１６棟）、炊事棟、トイレ）

草原の迷宮、爆裂火口等（溶岩を活用した探検空間、遊歩道、遊具）

⑨主な施設の内容

草原の国単位では不明

（一次供用区域 約１４３億円うち建設費３４億７，７００万円、広場・植栽工事費９５億２，８０
０万円、調査計画費１２億４，４００万円）

⑤総工事費

４８ｈａ④面 積

草原の家、パオ集落、オートキャンプ場、草原のレストハウス、草原の迷宮、爆発火口など⑥ゾーン等の概要

都市公園（広域公園）③種 別

人と自然との暮らしをテーマに、雄大なスケールの富士山をバックとして広々とした草原の中

で、宿泊体験や畑を耕すことなど自然と生物との関係を学ぶことのできるゾーン。

⑦ゾーンの内容

⑧維持管理 財団法人 静岡県総合管理公社から指定管理者に委託。

草原の国①類似ゾーン等

■草原の迷宮

■爆裂火口

１４１ｈａ（道立公園）

１次供用面積９４．５ｈａ

２．公園全体でテーマ展開した事例

■パオ集落

■草原の家

■溶岩谷の遊び場
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約７，５４０㎡④敷地面積

－③種 別

コミュニティーセンター

【施設内容】

多目的ホール、ステージ、会議室、展示ギャラリー、図書館

【施設規模】

建築面積２，８４２．１９㎡ 延べ面積２６８９．７８㎡

⑧主な施設の内容

町民のレクリエーションの場

⑦維持管理

⑥テーマの内容

一戸町教育委員会（展示はＮＰＯにて実施）

約８億４，０００万円⑤建設費

岩手県二戸郡一戸町

一戸町コミュニティセンター

②場 所

①施 設 名

■屋根部の構造（集成材：カラマツ）

■コミュニティセンター施設の外観

■地元産のカラマツ材を使用。

約８７億円⑤総工事費

約３ ha④面 積

大型商業施設（ファッション街・レストラン街）、ヴェネチアンガラス美術館、⑥施設の概要

商業施設③種 別

⑨主な施設の内容 【施設内容】

物販店５３店舗、飲食店１０店舗、ゴンドラ、ヴェネチアンガラス美術館など。

【施設規模】

延べ面積３０，４５１㎡

⑧維持管理

⑦テーマの内容

名古屋港イタリア村株式会社 ＰＦＩ事業（セラヴィリゾートグループ）

名古屋港地区にイタリアをテーマとした街並みを形成したエンターテイメント性あふれる商業
施設となっている。

名古屋市港区港町

名古屋港イタリア村

②場 所

①施 設 名

■施設配置図

■ゴンドラ乗り場 ■イタリア村の景観


